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予
算
に
関
す
る
議
案
で
は
、
平
成
18

年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
事
業
会

計
予
算
の
ほ
か
、
平
成
17
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
 

　

《
補
正
予
算
》
 

　
平
成
17
年
度
補
正
予
算
に
関
す
る
議

案
は
、
一
般
会
計
の
ほ
か
、
特
別
会
計

６
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計

の
補
正
は
、
６
億
２
、
８
８
１
万
１
千

円
の
減
額
を
行
っ
た
も
の
で
、
補
正
後

の
予
算
総
額
は
、
７
７
８
億
４
、
６
２

１
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
 

を可決しました 
おもな議案の概要 

平成18年第1回（3月）定例会 
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・
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・
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・
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３
月
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日
 

●
３
月
２３
日
 

　平成18年第1回（3月）定例会は、2月23日から3
月23日までの29日間の会期で開催されました。 
　本定例会には、市長から予算関係19件、公の施設の
指定管理者関係が26件、所沢市国民保護協議会条例の所沢市国民保護協議会条例の

制定など条例関係制定など条例関係が16件、件、その他その他7件の計件の計68件の議案件の議案

が提出されました。 

　開会初日、斎藤市長は施政方針演説の中で、昨年来

の相次ぐ人災や天災に、「安全」への思いを強くして

いるとし、安全・安心な社会の構築とともに、回復軌

道にある景気や有効求人倍率等に触れました。　　 

　そのうえで　そのうえで、市政運営にあたっては、市政運営にあたっては、「人口減少時人口減少時

代や2007年問題などの社会のうねりを踏まえ、『第4
次総合計画基本構想次総合計画基本構想』を基本に、を基本に、自らの改革に積極的自らの改革に積極的

に挑戦していくに挑戦していく。『みんなでつくるみんなでつくる』の協働意識のも協働意識のも

と、政策マニフェスト策マニフェストに示した施策の実現を中心にバに示した施策の実現を中心にバ

ランスのとれた市政運営を進めるとともにランスのとれた市政運営を進めるとともに、『自己責自己責

任・自己決定』による地域の実情にあったまちづくり

に全力で取り組む」と述べました。 

　提出された議案はすべて原案どおり可決されました。 

　2月28日には、まちづくり基本条例に関する特別委
員会が中間報告を行いました。また、所沢駅周辺のま

ちづくり推進に関する特別委員会は、ちづくり推進に関する特別委員会は、市に対し市に対し「所沢所沢

駅周辺のまちづくりに関する提言」（11ページ参照）
を行い、結審しました。 

　最終日に、　最終日に、議員から意見書議員から意見書3件が提出され、件が提出され、いずれいずれ

も可決しました。 
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▲井筒屋町造商店（寿町） 

○ 平成１７年度一般会計補正予算 
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補
正
予
算
の
お
も
な
内
容
は
、
元
町

北
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
費
補
助
金

減
、
中
心
市
街
地
再
開
発
整
備
基
金
積

立
金
、
用
地
購
入
費
減
な
ど
で
す
。
 

　
　
　
 

《
一
般
会
計
予
算
》
　

　
平
成
18
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、

７
８
７
億
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て

３
・
３
％
の
増
額
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
お
も
な
新
規
事
業
に
は
、
公
共
施
設

案
内
・
予
約
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
開
発

事
業
、
元
町
北
地
区
公
共
広
場
事
業
、

仮
称
新
所
沢
・
つ
ぼ
み
保
育
園
建
設
工

事
、
歩
き
た
ば
こ
等
防
止
啓
発
事
業
、

全
国
茶
サ
ミ
ッ
ト
埼
玉
大
会
in
所
沢
開

催
事
業
、
街
区
公
園
築
造
事
業
、
消
防

本
部
第
二
庁
舎
建
設
事
業
、
伸
栄
小
学

校
の
耐
震
補
強
工
事
、
所
沢
小
・
中
学

校
校
舎
増
築
工
事
、
新
所
沢
東
公
民
館

増
築
工
事
等
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
お
も
な
事
業
内
容
、
質
疑
は
次
の
と

お
り
で
す
。
 

 　
安
定
し
た
行
政
運
営
と
 

　
　
　
　
新
た
な
行
政
手
法
 

■
公
共
施
設
案
内
・
予
約
シ
ス
テ
ム
 

　
再
構
築
開
発
事
業
　
 

４
、
６
６
９
万
５
千
円
 

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
お
よ
び
教
育
施

設
で
現
在
稼
動
中
の
公
共
施
設
案
内
・

予
約
シ
ス
テ
ム
が
老
朽
化
し
、
シ
ス
テ

ム
保
守
が
困
難
と
な
っ
た
た
め
、
シ
ス

テ
ム
を
再
構
築
し
ま
す
。
 

■
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
再
構
築
事
業
　
 

２
、
８
９
０
万
円
 

　
財
務
会
計
の
Ｏ
Ｓ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
管
理
基
本
ソ
フ
ト
）
の
サ
ポ
ー
ト
終

了
で
、
脆
弱
性
が
発
生
し
た
場
合
の
対

応
が
不
可
能
と
な
り
、
導
入
か
ら
８
年

を
経
過
し
て
不
具
合
も
多
く
な
る
こ
と

か
ら
シ
ス
テ
ム
を
再
構
築
し
ま
す
。
 

■
消
防
本
部
第
二
庁
舎
建
設
事
業
 

１
億
４
、
２
８
３
万
円
 

　
老
朽
化
が
著
し
い
消
防
緊
急
通
信
指

令
装
置
を
再
度
更
新
し
、
設
置
す
る
た

め
、
新
庁
舎
を
建
設
し
ま
す
。
 

■
消
防
団
へ
の
女
性
の
入
団
促
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
１
７
４
万
２
千
円
 

　
火
災
予
防
・
防
災
思
想
の
普
及
活
動

等
を
通
じ
て
、
女
性
な
ら
で
は
の
ソ
フ

ト
な
対
応
で
、
市
民
の
防
災
意
識
の
向

上
を
図
り
ま
す
。
 

■
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
務
 

　
委
託
事
業
　
３
億
１
、
１
１
９
万
円
 

　
市
内
の
約
３
割
の
地
区
に
つ
い
て
、

粗
大
ご
み
以
外
の
家
庭
ご
み
の
収
集
業

務
を
引
き
続
き
委
託
し
ま
す
。
 

 　
商
業
・
農
業
を
支
え
る
 

　
賑
わ
い
あ
る
ま
ち
づ
く
り
　
 

■
全
国
茶
サ
ミ
ッ
ト
埼
玉
大
会
in
 

　
所
沢
開
催
事
業
　
　
　
７
０
０
万
円
 

　
11
月
に
同
大
会
が
所
沢
市
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
開
催
経
費
に
対

し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
 

■
中
心
市
街
地
活
性
化
拠
点
施
設
運
営
 

　
事
業
分
担
金
　
　
５
４
５
万
２
千
円
 

　「
井
筒
屋
町
造
商
店
」
の
運
営
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
中
心
市
街
地
の

賑
わ
い
と
魅
力
創
出
を
図
り
ま
す
。
 

■
有
害
鳥
獣
（
カ
ラ
ス
）
に
よ
る
 

　
農
業
被
害
対
策
事
業
 

３
５
４
万
１
千
円
 

　
カ
ラ
ス
に
よ
る
農
産
物
の
被
害
等
を

防
止
、
軽
減
す
る
た
め
、
引
き
続
き
捕

獲
ト
ラ
ッ
プ
作
業
を
実
施
し
ま
す
。
 

      　
子
育
て
や
高
齢
者
介
護
の
 

　
　
　
　
　
　
支
援
・
充
実
 

■
仮
称
新
所
沢
・
つ
ぼ
み
保
育
園
 

　
建
設
工
事
　
 

２
億
６
、
４
０
２
万
２
千
円
 

　
老
朽
化
し
た
両
保
育
園
を
統
合
し
、

通
常
保
育
の
ほ
か
に
、
乳
児
保
育
、
一

時
保
育
、
地
域
子
育
て
支
援
事
業
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。
 

■
ひ
と
り
親
家
庭
等
日
常
生
活
 

　
支
援
事
業
　
　
　
　
　
36
万
８
千
円
 

　
ひ
と
り
親
家
庭
（
母
子
・
父
子
・
寡

婦
）
で
、
疾
病
等
に
よ
り
一
時
的
に
生

活
支
援
が
必
要
な
場
合
、
支
援
員
を
派

遣
し
、
生
活
援
助
を
行
い
ま
す
。
 

■
高
齢
者
福
祉
施
設
整
備
費
 

　
補
助
事
業
　
　
　
８
、
２
５
０
万
円
 

　
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
小
規
模

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
整
備
に
対

し
、
補
助
金
を
支
弁
し
ま
す
。
 

○ ○ ○ ○ ○ × ○ 原案可決 

結
　
　
果
 

先議案件３３議案中 
意見が分かれた 
議案に対する会派の態度　
　 ○　賛　成 

×　反　対 

市
民
ク
ラ
ブ
　

（8人）
 

公
　
明
　
党
　

（6人）
 

日
本
共
産
党
　

（6人）
 

民
　
主
　
党
　

（5人）
 

会
派
「
翔
」　

（4人）
 

さ
わ
の
会
　

（3人）
 

 
 
風
 
 
　

（1人）
 

共
　
　
　
生
　

（1人）
 

討 論 
議案に します 賛成×反対 

●反対●　 

　財政調整基金を増やす一方

で、臨時財政対策債を増額す

ることは、将来の子供たちに

借金を残すことになる。 

　国の方針であっても、そう

した借金はやめていこうとい

う決断をすべきである。 

●賛成●　 

　臨時財政対策債は貴重な財

源であり、これを借りること

なく市民サービスの維持・充

実を図ることは難しい。 

　予算全体への配慮や慎重な

取り扱いを前提とし、その必

要性を十分理解し賛成する。 

■平成１７年度一般会計補正予算 

○ 

○ 公の施設の指定管理者の指定について  
（議案第２１号：所沢市自転車駐車場） 

公の施設の指定管理者の指定について  
（議案第２０号：所沢市自転車駐車場） ○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

× 

× 

○ 

○ 

可 決 

可 決 

討 論 
議案に します 賛成×反対 

ぜ
い
じ
ゃ
く
 



▲整備される市役所前の歩道（並木） 

▲花や果樹の植えられた砂川遺跡（三ヶ島） 
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指
定
管
理
者
関
係
 

指
定
管
理
者
関
係
 

 　
市
民
の
憩
い
の
場
・
 

　
　
　
　
活
動
の
場
の
創
出
 

■
元
町
北
地
区
公
共
広
場
事
業
 

７
億
１
３
６
万
２
千
円
 

 
同
地
区
の
再
開
発
事
業
に
伴
い
、
公

共
広
場
用
地
を
取
得
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
 

　
取
得
す
る
場
所
と
面
積
、
今

後
の
公
共
広
場
の
活
用
計
画
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
 

　
現
在
の
中
央
公
民
館
南
側
、

１
、
１
７
６
㎡
で
、
多
目
的
広

場
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
や
災
害
時
の
多

目
的
空
地
、
公
共
ス
ペ
ー
ス
、
交
流
の

場
所
と
な
る
よ
う
進
め
て
い
る
。
 

■
道
路
維
持
補
修
工
事
 

１
億
４
、
３
７
８
万
円
 

　
路
面
の
補
修
、
改
修
の
ほ
か
、
ス
ー

パ
ー
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
さ
れ
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
整
備
路
線
で
も
あ
る
並
木
地

区
の
歩
道
整
備
工
事
を
行
い
ま
す
。
 

■
新
所
沢
東
公
民
館
増
築
工
事
 

１
億
４
６
２
万
９
千
円
 

　
他
の
公
民
館
の
平
均
延
床
面
積
に
対

し
、
極
端
に
延
床
面
積
が
狭
隘
な
同
公

民
館
の
一
部
を
増
築
し
ま
す
。
 

■
都
市
緑
地
築
造
事
業
　
５
０
０
万
円
 

　
市
の
史
跡
（
砂
川
遺
跡
）
に
指
定
さ

れ
て
い
る
土
地
が
寄
附
さ
れ
、
良
好
な

景
観
を
活
か
し
た
施
設
整
備
を
行
い
、

憩
い
の
場
と
し
て
提
供
し
ま
す
。
 

■
街
区
公
園
築
造
事
業
 

２
、
３
９
７
万
円
 

　
仮
称
第
二
上
新
井
10
号
公
園
、
同
２

号
公
園
を
築
造
し
ま
す
。
 

 　
子
ど
も
の
安
全
確
保
と
 

　
　
　
　
教
育
環
境
の
整
備
　
 

■
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事
 ５

０
０
万
円
 

　
市
内
２
つ
の
小
学
校
に
、
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
し
、
職
員
室
か
ら
校
門
周
辺

を
監
視
し
ま
す
。
 

■
伸
栄
小
学
校
耐
震
補
強
工
事
 

１
億
８
、
２
８
７
万
円
 

　
新
耐
震
設
計
基
準
適
用
前
の
同
校
の

耐
震
性
、
建
物
の
損
耗
、
耐
震
機
能
の

低
下
等
の
復
旧
措
置
を
行
い
ま
す
。
 

■
所
沢
小
学
校
校
舎
増
築
工
事
 

２
億
５
６
２
万
４
千
円
 

■
所
沢
中
学
校
校
舎
増
築
工
事
 

２
億
４
、
０
６
９
万
５
千
円
 

　
児
童
・
生
徒
数
の
増
加
が
著
し
い
こ

と
で
教
室
不
足
が
生
じ
る
た
め
、
両
校

の
普
通
教
室
棟
を
建
築
し
ま
す
。
 

 　
　
　
 

《
特
別
会
計
予
算
》
　

　
９
つ
の
特
別
会
計
予
算
の
総
額
は
、

６
９
４
億
２
千
万
円
で
、
前
年
度
と
比

較
し
て
31
億
６
、
７
８
０
万
円
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。
 

　
競
輪
特
別
会
計
で
は
、
市
営
競
輪
の

売
上
見
込
総
額
を
前
年
度
と
比
較
し
て

２
億
５
千
万
円
減
額
の
26
億
２
千
万
円

と
し
ま
し
た
。
 

　
介
護
保
険
特
別
会
計
で
は
、
新
た
に

保
健
・
医
療
の
向
上
や
福
祉
の
増
進
を

包
括
的
に
支
援
す
る
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
運
営
事
業
に
１
億
８
、
０
２
０

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
 

　
　
　
 

《
事
業
会
計
予
算
》
　
 

　
水
道
事
業
の
予
算
は
、
88
億
２
、
０

８
４
万
５
千
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し

て
４
億
６
、
６
４
１
万
４
千
円
の
減
額
、

給
水
戸
数
は
13
万
９
、
４
０
０
戸
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
 

　
病
院
事
業
の
予
算
は
、
17
億
９
、
６

５
４
万
１
千
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し

て
２
、
４
６
８
万
３
千
円
の
増
額
で
す
。
 

   ■
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
 

　
自
転
車
駐
車
場
、
斎
場
、
老
人
憩
の

家
、
知
的
障
害
者
援
護
施
設
、
体
育
施

設
な
ど
、
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の

候
補
者
選
定
に
伴
う
議
案
26
件
が
提
出

さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。
 

　
今
回
公
募
に
よ
ら
ず
選
定
で

き
る
と
す
る
特
例
措
置
が
あ
る

が
、
次
期
選
定
に
あ
た
っ
て
は
調
整
す

る
と
あ
る
。
３
年
後
に
は
必
ず
公
募
制

へ
と
移
行
し
て
い
く
の
か
。
 

　
原
則
公
募
を
目
指
す
が
、
民

間
で
は
難
し
い
特
殊
な
場
合
も
 

考
慮
し
、
そ
の
調
整
も
含
め
、
今
後
３

年
間
の
中
で
考
え
て
い
き
た
い
。
 

   ■
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
関
す
る
 

　
特
別
委
員
会
 

　
１
月
13
日
に
は
、
各
委
員
が
同
条
例

に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
述
べ
、

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し

た
。
２
月
17
日
に
は
、
情
報
交
換
と
し

て
委
員
２
人
が
条
例
の
内
容
や
理
念
に

つ
い
て
説
明
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、

質
疑
応
答
等
を
行
い
ま
し
た
。
 

■
総
務
常
任
委
員
会
 

　
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
収
集
事
務

所
解
体
・
改
修
工
事
の
入
札
関
連
の
報

告
、
質
疑
を
中
心
に
、
特
定
事
件
「
契

約
に
つ
い
て
」
を
審
査
し
ま
し
た
。
 

■
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
 

　
特
定
事
件
「
学
校
教
育
に
つ
い
て
」、

「
児
童
福
祉
に
つ
い
て
」
か
ら
子
ど
も

の
安
全
、「
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
」
か

ら
障
害
者
自
立
支
援
法
、「
介
護
保
険

に
つ
い
て
」
を
審
査
し
ま
し
た
。 

■
市
民
環
境
常
任
委
員
会
 

　
特
定
事
件
「
廃
棄
物
に
つ
い
て
」
か

ら
一
般
廃
棄
物
の
処
理
方
法
と
コ
ス
ト

を
議
題
に
審
査
し
ま
し
た
。
 

■
代
表
者
会
議
 

　
三
重
県
議
会
の
議
会
改
革
及
び
議
会

活
性
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
視
察
し

ま
し
た
。
 

■
議
会
報
・
図
書
室
委
員
会
 

　
宇
都
宮
市
の
議
会
報
と
議
会
広
報
活

動
全
般
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。
 

閉
会
中
の
 

　
　
議
会
活
動
か
ら
 

き
ょ
う
あ
い
 



条
例
関
係
 

条
例
関
係
 

工
事
契
約
 

工
事
契
約
 

人
事
案
件
 

人
事
案
件
 

そ
の
他
の
議
案
 

そ
の
他
の
議
案
 

議
員
提
出
議
案
 

議
員
提
出
議
案
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新
た
に
「
国
民
保
護
協
議
会
条
例
」

な
ど
５
件
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可

決
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、「
情
報
公
開
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」
な
ど
条
例
の
一
部
改

正
が
10
件
、「
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
設
置

及
び
管
理
条
例
」
の
廃
止
１
件
が
提
出

さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。 

■
所
沢
市
歩
き
た
ば
こ
等
の
防
止
に
 

　
関
す
る
条
例
 

　
市
民
の
安
全
で
清
潔
、
か
つ
快
適
な

生
活
環
境
を
確
保
し
、
歩
行
喫
煙
に
よ

る
や
け
ど
な
ど
の
危
険
回
避
を
目
的
と

し
て
、
屋
外
で
の
公
共
の
場
所
に
お
け

る
歩
き
た
ば
こ
等
の
防
止
に
向
け
て
、

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。
 

■
所
沢
市
国
民
保
護
協
議
会
条
例
等
 

　
平
成
16
年
に
施
行
さ
れ
た
国
民
保
護

法
の
規
定
に
基
づ
く
国
の
基
本
方
針
、

都
道
府
県
国
民
保
護
計
画
に
基
づ
き
、

平
成
18
年
度
内
に
市
町
村
国
民
保
護
計

画
の
作
成
を
求
め
ら
れ
、
関
連
条
例
の

制
定
、
一
部
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。
 

　
協
議
会
を
発
足
し
、
所
沢
市

国
民
保
護
計
画
を
策
定
す
る
に

あ
た
り
、
市
の
考
え
方
や
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。
 

　
県
の
計
画
と
の
整
合
性
を
図

り
、
市
町
村
の
モ
デ
ル
計
画
を

参
考
に
、
人
口
密
集
地
で
基
地
が
あ
る

と
い
っ
た
当
市
の
地
域
特
性
に
配
慮
し

な
が
ら
策
定
し
て
い
く
。
６
月
を
め
ど

に
第
１
回
目
の
協
議
会
を
開
催
し
、
諮

問
を
お
願
い
し
た
い
。
そ
の
答
申
を
受

け
て
県
と
正
式
協
議
を
行
う
。
 

   ■
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
収
集
事
務

所
（
旧
焼
却
施
設
）
解
体
・
改
修
（
建

築
）
工
事
 

契
約
金
額
　
10
億
４
、
４
７
５
万
円
 

契
約
の
相
手
方
　
株
式
会
社
フ
ジ
タ
関

東
支
店
 

   ■
公
平
委
員
会
委
員
選
任
の
同
意
 

　
公
平
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
後
任
と
し
て
次
の
委
員
の
選
任
に

同
意
し
ま
し
た
。
 

・
有
村
博
行
（
榎
町
／
新
任
・
70
歳
）
 

   ■
埼
玉
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

の
規
約
変
更
に
つ
い
て
 

■
所
沢
市
と
東
村
山
市
と
の
間
に
お
け

る
公
の
施
設
（
下
水
道
）
の
区
域
外

設
置
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て
 

■
公
の
施
設
の
相
互
利
用
に
関
す
る
協

議
に
つ
い
て
 

■
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域
連

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数

の
減
少
に
つ
い
て
 

■
市
道
路
線
の
認
定
　
　
　
　
３
路
線
 

   　
議
員
か
ら
は
「
さ
ら
な
る
総
合
的
な

少
子
化
対
策
を
求
め
る
意
見
書
」
等
３

件
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も

可
決
し
ま
し
た
（
12
ペ
ー
ジ
参
照
）。
 

討 論 

●反対● 

・まちづくり事業は住民の声を聞い

ていない。ごみ収集委託は税金の

持ち出し、介護保険の低所得者へ

の助成は削減すべきではない。 

・北秋津・上安松地区の開発推進へ

の環境調査はすべきではない。元

町北地区再開発は市の責任を放棄

した税金の無駄使いである。 

●賛成● 

・まちづくり事業は、特別委員会提

言に留意して進め、北秋津・上安

松地区の環境調査は、公共が責任

をもって行うべきである。 

・介護保険助成金は低所得者層を重

点化する。元町北地区再開発は中

心市街地の活性化に、ごみ収集の

委託は安定的な収集に貢献する。 

討 論 
議案に します 賛成×反対 議案に します 賛成×反対 
■平成１８年度一般会計予算関連 

●反対● 

・国民保護法は国民を戦争に動員す

る計画であり認められない。 

・被害想定も示されず、マニュアル

の押し付けで地方分権に反する。 

●賛成● 

・決して戦争の準備ではなく、有事

の際に必要な法整備である。 

・有事の際に被害の最小化を図る、

速やかな整備が市の責務である。 

■国民保護法関連条例 

× 平成18年度一般会計予算 

平成18年度競輪特別会計予算 

国民保護協議会条例制定について 

国民保護対策本部及び緊急対処事態対策
本部条例制定について 

災害派遣手当の額に関する条例の一部を
改正する条例制定について 

公益法人等への職員の派遣等に関する条
例等の一部を改正する条例制定について 

介護保険条例の一部を改正する条例制定
について 

市立軽費老人ホーム設置及び管理条例を
廃止する条例制定について 

○ ○ × ○ ○ × ○ 

× ○ ○ × ○ ○ × ○ 

× ○ ○ × 
○-２人 

×-３人 
○ × × 

× ○ ○ × 
○-２人 

×-３人 
○ × × 

× ○ ○ × 
○-２人 

×-３人 
○ × × 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 
○-１人 

×-２人 
× 

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 

× ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

結
　
　
果
 

３５議案中 
意見が分かれた議案に 
対する会派の態度　　 

○　賛　成 
×　反　対 

市
民
ク
ラ
ブ
　

（8人）
 

公
　
明
　
党
　

（6人）
 

日
本
共
産
党
　

（6人）
 

民
　
主
　
党
　

（5人）
 

会
派
「
翔
」　

（4人）
 

さ
わ
の
会
　

（3人）
 

 
 
風
 
 
　

（1人）
 

共
　
　
　
生
　

（1人）
 

市
議
会
の
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
 

　
　
　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
信
し
て
い
ま
す
。
 

ア
ド
レ
ス
　h

ttp
://w

w
w
.c
ity.to

ko
ro
za
w
a
.s
a
ita
m
a
.jp
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市
民
ク
ラ
ブ
 

市
民
ク
ラ
ブ
 

副
幹
事
長
　
谷
口
　
桂
子
 

公
明
党
所
沢
市
議
団
 

公
明
党
所
沢
市
議
団
 

団
長
　
荒
川
　
広
 

     
施
策
の
成
果
と
 

　
　
今
後
の
展
開
 

議
員
　
任
期
も
半
ば
を
過
ぎ
、
政
策
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
の
進
捗
状
況
を
伺
い
た
い
。
 

　
ま
た
、
後
期
基
本
計
画
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。
 

市
長
　「
ゆ
と
り
・
う
る
お
い
・
活
力
あ

る
文
化
都
市
」
を
創
造
す
る
た
め
、
37

項
目
に
わ
た
る
施
策
を
掲
げ
、
こ
の
う

ち
、
34
項
目
に
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て

い
る
。 

　
後
期
基
本
計
画
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
を
参
考
に
新

し
い
視
点
を
取
り
入
れ
た
。
特
徴
的
な

点
と
し
て
は
評
価
を
重
視
し
、
施
策
横

断
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
提
示
し

た
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
こ
れ
ら
の
仕

組
み
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い
る
。
 

 
基
地
返
還
と
 

　
　
企
業
の
誘
致
 

議
員
　
県
は
企
業
誘
致
に
よ
り
、
経
済

効
果
を
上
げ
、
新
規
雇
用
を
生
み
出
し

て
い
る
。
 

　
当
市
も
所
沢
米
軍
基
地
の
全
面
返
還

運
動
を
粘
り
強
く
継
続
す
る
と
と
も
に
、

県
と
手
を
組
み
、
そ
の
跡
地
に
先
端
優

良
企
業
を
誘
致
し
、
財
政
基
盤
を
強
固

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

市
長
　
基
地
返
還
に
つ
い
て
は
、
関
係

政
府
機
関
に
対
し
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

将
来
、
返
還
さ
れ
た
際
の
跡
地
利
用
は

市
民
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
検
討
す
べ

き
課
題
と
考
え
る
。
 

　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
本
市
経
済

に
も
た
ら
す
効
果
を
把
握
し
た
上
で
、

補
助
制
度
や
融
資
制
度
な
ど
に
つ
い
て

も
調
査
研
究
し
た
い
。
 

         
行
政
改
革
に
 

　
事
業
仕
分
け
の
実
践
を
 

議
員
　「
事
業
仕
分
け
」
は
公
務
員
が

関
わ
る
仕
事
に
つ
い
て
、
本
当
に
必
要

か
、
民
間
に
任
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
な
ど
に
つ
い
て
仕
分
け
を
し
、
行
政

の
効
率
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ

で
、
重
要
な
点
は
外
部
の
人
を
交
え
、

公
開
の
場
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
事
業
仕
分
け
の
見
解
と

実
施
す
る
場
合
の
方
法
を
伺
い
た
い
。

市
長
　
厳
し
い
財
政
状
況
や
高
齢
化
、

地
方
分
権
の
進
展
か
ら
事
務
事
業
の
仕

分
け
の
必
要
性
は
強
く
感
じ
る
。
公
開

の
場
で
の
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
、
今

後
実
施
予
定
の
施
策
評
価
に
お
い
て
、

そ
の
仕
組
み
を
取
り
入
れ
て
い
け
れ
ば

と
考
え
る
。
 

 
子
ど
も
を
守
る
 

　
　
　
地
域
の
目
 

議
員
　
各
地
で
小
学
生
が
犠
牲
と
な
る

事
件
が
相
次
ぎ
、
子
ど
も
や
保
護
者
は

不
安
を
抱
え
て
い
る
。
小
学
校
施
設
を

開
放
す
る
「
ほ
う
か
ご
と
こ
ろ
」
の
実

施
校
を
拡
大
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
必

要
が
あ
れ
ば
、
警
備
員
を
配
置
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
 

教
育
長
　「
ほ
う
か
ご
と
こ
ろ
」
の
拡

大
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
運
営
委
員
会

の
立
ち
上
が
り
状
況
な
ど
を
考
慮
し
、

順
次
実
施
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
。
 

　
警
備
員
に
つ
い
て
は
、
健
や
か
輝
き

支
援
室
と
安
全
・
安
心
な
学
校
と
地
域

づ
く
り
推
進
員
が
、
定
期
的
に
学
校
を

回
っ
て
指
導
し
た
り
、
下
校
時
に
パ
ト

ロ
ー
ル
を
し
た
り
し
て
い
る
。
今
後
も

引
き
続
き
、
安
全
確
保
に
取
り
組
む
。
 

 

　
 

    
高
齢
者
へ
の
 

　
生
活
支
援
策
は
？
 

議
員
　
所
得
税
の
老
年
者
控
除
も
廃
止

さ
れ
、
老
齢
者
の
生
活
が
圧
迫
さ
れ
て

い
る
。
要
介
護
認
定
者
に
障
害
者
控
除

認
定
書
を
交
付
し
、
障
害
者
控
除
を
活

用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

　
ま
た
、
当
市
は
別
の
基
準
で
行
っ
て

い
る
が
、
実
績
が
少
な
い
。
広
報
が
必

要
で
は
な
い
か
。
 

市
長
　
要
介
護
認
定
と
障
害
認
定
は
判

断
基
準
が
異
な
る
た
め
、
一
律
に
身
体

障
害
者
の
何
級
に
相
当
す
る
か
判
断
す

る
の
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。
 

　
障
害
者
控
除
の
認
定
に
つ
い
て
は
、

広
報
で
も
周
知
を
図
っ
て
い
る
が
、
ご

理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
引
き
続
き
力
を

入
れ
た
い
。
 

 
公
務
労
働
の
 

　
　
　
役
割
と
必
要
性
 

議
員
　
自
由
主
義
経
済
、
競
争
主
義
か

ら
生
ま
れ
る
弊
害
を
カ
バ
ー
す
る
た
め

に
は
公
共
部
門
は
必
要
で
あ
る
。
公
共

部
門
の
整
理
は
必
要
だ
が
、
公
務
の
役

割
を
し
っ
か
り
据
え
て
い
な
い
と
効
率

一
辺
倒
に
走
る
危
機
感
が
あ
る
。
公
務

の
公
共
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。
 

市
長
　
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
に
よ
り
、
行
政
の
守
備
範
囲
を
捉
え

な
お
す
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
は

行
政
と
民
間
と
の
多
元
的
な
協
働
に
よ

り
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
行
政
は
行
政
で
な
け
れ
ば
対
応

し
得
な
い
領
域
に
重
点
的
に
対
応
す
べ

き
と
考
え
る
。
 

日
本
共
産
党
所
沢
市
議
団
 

日
本
共
産
党
所
沢
市
議
団
 

3月定例会では、6つの会派が

代表質問を行いました。 

質問は、多くの質問事項の中

から抜粋し掲載しました。 

代
表
　
大
　
　
靖
治
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幹
事
長
　
当
麻
　
実
 

民
主
党
所
沢
市
議
団
 

民
主
党
所
沢
市
議
団
 

代
表
　
高
橋
　
大
樹
 

会
派
「
翔
」
 

会
派
「
翔
」
 

代
表
　
安
田
　
敏
男
 

さ
わ
の
会
 

さ
わ
の
会
 

     
障
害
者
自
立
支
援
法
 

　
　
　
　
　
へ
の
対
応
 

議
員
　
障
害
者
自
立
支
援
法
に
対
し
、

多
く
の
障
害
者
や
施
設
運
営
事
業
者
な

ど
か
ら
不
安
や
疑
問
が
お
き
て
い
る
。

　
認
定
審
査
会
や
障
害
者
を
総
合
的
に

支
援
す
る
地
域
生
活
支
援
事
業
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。
 

市
長
　
自
立
支
援
法
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

が
10
月
に
開
始
と
な
る
こ
と
か
ら
、
認

定
審
査
会
は
７
月
の
設
置
を
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
地
域
生
活
支
援
事
業
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
相
談
・
支
援
事
業
を

は
じ
め
、
手
話
通
訳
派
遣
事
業
、
日
常

生
活
用
具
給
付
事
業
、
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
必
要
な
事
業
を
地
域
の
状
況
や

需
要
を
捉
え
て
充
実
す
る
。
　
 

 
県
の
合
併
構
想
案
 

　
に
対
す
る
考
え
は
 

議
員
　
県
の
市
町
村
合
併
推
進
審
議
会

は
県
内
を
12
市
に
し
て
所
沢
、
狭
山
、

入
間
、
日
高
、
飯
能
の
５
市
78
万
人
都

市
構
想
案
を
出
し
た
。
こ
の
合
併
構
想

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て

い
る
か
。
ま
た
、
住
民
投
票
制
度
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。
 

市
長
　
当
市
が
合
併
を
検
討
す
る
と
す

れ
ば
、
政
令
市
へ
の
移
行
が
目
標
と
な

る
た
め
、
組
み
合
わ
せ
の
趣
旨
は
理
解

で
き
る
。
合
併
は
地
元
住
民
の
意
向
を

十
分
に
踏
ま
え
、
そ
の
盛
り
上
が
り
の

中
で
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
の
で
、
住

民
投
票
も
１
つ
の
選
択
肢
に
な
る
と
思

う
が
、
間
接
民
主
主
義
制
度
と
の
整
合

性
や
課
題
も
多
い
た
め
、
慎
重
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。
 

     
選
ば
れ
る
自
治
体
の
 

　
　
　
　
　
教
育
と
は
 

議
員
　
所
沢
を
ふ
る
さ
と
に
持
つ
人
材

の
育
成
は
重
要
で
あ
り
、
市
外
の
私
立

校
に
入
れ
な
く
て
も
十
分
な
教
育
を
受

け
ら
れ
る
学
校
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

小
中
、
中
高
一
貫
校
を
視
野
に
入
れ
、

所
沢
の
学
校
に
入
り
た
い
と
思
わ
せ
る

学
校
づ
く
り
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

教
育
長
　
小
中
一
貫
校
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会
の
研
究
チ
ー
ム
が
研
究
を

進
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
教
育
セ
ン
タ

ー
で
は
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
学
校
、

中
学
校
の
交
流
や
連
携
を
研
究
し
、
教

師
間
の
授
業
交
流
を
は
じ
め
、
生
徒
が

交
流
す
る
教
育
活
動
の
実
践
を
し
て
い

る
。
ま
た
、
県
教
育
委
員
会
で
は
中
高

一
貫
校
の
設
置
を
進
め
て
い
る
。
 

 
自
治
と
協
働
の
 

　
　
　
基
礎
づ
く
り
 

議
員
　
行
政
は
、
協
働
の
実
現
に
向
け
、

そ
の
計
画
の
中
心
に
自
治
会
・
町
内
会

を
据
え
、
そ
の
組
織
力
を
生
か
し
て
、

市
民
と
の
間
隔
を
狭
め
て
い
く
べ
き
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
退
職
職
員
を
自

治
会
担
当
職
員
と
し
て
配
置
し
、
意
見

交
換
を
図
り
、
民
意
を
行
政
に
反
映
さ

せ
て
は
ど
う
か
。
 

市
長
　
自
治
会
・
町
内
会
を
は
じ
め
、

地
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
、
な
る
べ
く

広
範
囲
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
な

が
ら
地
域
の
主
体
的
・
自
立
的
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
支
援
を
行

う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
受
け
皿

と
し
て
、
議
員
の
ご
提
案
も
踏
ま
え
、

地
域
に
お
け
る
行
政
体
制
の
整
備
を
早

期
に
実
現
さ
せ
た
い
。
 

     
市
長
の
兼
職
と
 

　
　
　
　
退
職
金
 

議
員
　
市
長
の
兼
職
は
政
治
倫
理
や
公

職
選
挙
法
か
ら
み
て
も
好
ま
し
く
な
い
。

体
育
協
会
会
長
や
文
化
振
興
事
業
団
理

事
長
を
辞
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

　
ま
た
、
退
職
金
に
つ
い
て
だ
が
、
市

長
を
４
年
間
務
め
る
と
退
職
金
が
で
る
。

こ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
市
民
は
多
い
。

財
政
厳
し
き
折
、
自
ら
減
額
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
 

市
長
　
兼
職
に
つ
い
て
は
、
そ
の
職
に

固
執
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

適
当
な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
ぜ
ひ

お
願
い
し
た
い
。
 

　
退
職
金
に
つ
い
て
は
平
成
18
年
４
月

以
降
、
特
別
職
の
退
職
手
当
の
引
き
下

げ
を
決
定
し
て
い
る
。
 

 
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
 

　
　
　
　
　
埋
設
物
処
分
 

議
員
　
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
建

設
の
際
に
埋
設
物
処
理
を
し
た
が
、
焼

却
灰
だ
と
し
て
大
騒
ぎ
し
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
を
連
想
さ
せ
て
お
き
な
が
ら
、
単

な
る
建
設
汚
泥
と
し
て
処
分
し
て
い
た

の
で
は
な
い
か
。
 

助
役
　
埋
設
産
業
廃
棄
物
の
処
理
を
行

う
際
に
は
法
に
定
め
ら
れ
た
品
目
に
よ

り
処
分
す
る
こ
と
に
な
り
、
分
別
し
た

焼
却
灰
混
合
土
は
判
定
基
準
に
適
合
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
建
設
汚
泥
と
し
て

処
分
し
た
。
土
砂
と
建
設
汚
泥
の
区
分

に
つ
い
て
環
境
省
の
通
知
に
は
土
以
外

の
物
質
が
含
ま
れ
る
と
建
設
汚
泥
と
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
土
以
外
の
物

質
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
た
だ
の
土

と
し
て
処
分
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

せ
ば
 



市
政
に
対
す
る 
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　3月定例会では、２４人が
一般質問を行いました。 
　質問は各議員の多くの質
問項目中1項目だけを掲載
しています。 
　質問内容の順は、項目ご
との各議員名順になってい
ます。 

質問者 
　　　　　・脇　　晴代（共生） 
　　　　・久保田茂男（市民クラブ） 
　　　・浅野美恵子（民主党） 
　　・村上　　浩（公明党） 
　・浜野　好明（市民クラブ） 
・仲村　清功（市民クラブ） 

 　
 

            

身
近
な
生
き
物
調
査
の
 

　
　
　
　
　
　
　
継
続
を
 

議
員
　
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
で
は

小
・
中
学
校
理
科
部
会
の
先
生
が
企
画

し
、
早
稲
田
大
学
の
学
生
協
力
の
も
と
、

小
・
中
学
生
が
身
近
な
自
然
を
調
査
し

て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
管
理
が
市
へ
の
委

託
か
ら
県
の
指
定
管
理
者
に
変
わ
る
が
、

今
後
の
取
り
扱
い
は
ど
う
な
る
の
か
。
 

道
路
公
園
部
長
　
指
定
管
理
者
に
移
行

後
も
調
査
は
継
続
し
て
取
り
組
ま
れ
る

と
聞
い
て
い
る
。
児
童
・
生
徒
の
自
然

環
境
学
習
に
大
変
有
意
義
で
あ
る
た
め
、

関
係
部
局
と
協
議
を
進
め
た
い
。
 

 

学
校
選
択
制
の
可
能
性
は
 

 議
員
　
小
・
中
学
校
の
学
校
選
択
制
を

導
入
し
て
い
る
市
が
増
え
て
い
る
。
そ

の
目
的
と
し
て
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
反
面
、
慎
重
姿
勢

を
と
る
自
治
体
も
あ
る
。
当
市
の
見
解

と
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。
 

教
育
長
　
当
市
は
地
域
に
根
ざ
し
た
学

校
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
た
め
、
通

学
区
域
制
度
は
そ
の
点
か
ら
も
役
割
を

果
た
し
て
い
る
と
考
え
る
。
今
後
も
市

民
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
通
学
区
域

の
適
正
化
を
図
り
た
い
。
 

 

学
童
保
育
の
不
足
に
 

　
　
　
　
　
保
育
園
の
活
用
 

議
員
　
小
学
校
に
よ
っ
て
は
学
童
保
育

の
な
い
所
も
あ
る
。
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
を
民
間
保
育
園
や
幼
稚
園
に

委
託
す
れ
ば
、
新
た
な
施
設
や
指
導
員

の
研
修
も
必
要
な
い
の
で
は
な
い
か
。

市
民
経
済
部
長
　
需
要
が
見
込
ま
れ
る

地
域
に
対
し
、
既
存
施
設
の
有
効
活
用

の
観
点
か
ら
幾
つ
か
施
設
に
打
診
も
し

た
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
。
事
業
者
か

ら
申
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、
地
域
の
実

情
も
勘
案
し
、
施
設
の
状
況
や
受
入
れ

態
勢
を
調
査
し
な
が
ら
検
討
す
る
。
　
 

 

早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
飯
 

　
　
　
　
　
　
　
　
の
推
進
 

議
員
　
睡
眠
不
足
は
子
ど
も
の
学
力
と

体
力
の
低
下
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

文
部
科
学
省
で
は
生
活
リ
ズ
ム
向
上
の

た
め
全
国
的
な
啓
発
活
動
を
行
う
。
当

市
も
各
種
団
体
と
連
携
し
、
積
極
的
な

取
り
組
み
を
推
進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

保
健
福
祉
部
長
　
健
康
日
本
21
所
沢
計

画
に
も
重
要
課
題
と
し
て
位
置
付
け
、

こ
れ
に
基
づ
き
健
康
づ
く
り
に
関
わ
る

団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
健
康
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
作
成
や
健
康
学
習
会
を
開
催

す
る
。
 

 

　
 
登
下
校
時
の
バ
ス
利
用
で
 

　
　
　
　
　
児
童
の
安
全
を
 

議
員
　
犯
罪
の
機
会
を
与
え
な
い
環
境

づ
く
り
の
視
点
か
ら
児
童
の
登
下
校
の

安
全
確
保
に
路
線
バ
ス
、
と
こ
ろ
バ
ス

の
利
用
が
で
き
な
い
か
。
 

学
校
教
育
部
長
　
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、

バ
ス
の
運
行
経
路
と
通
学
路
の
関
係
や

運
行
回
数
、
運
行
時
間
、
料
金
に
つ
い

て
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
集

団
登
下
校
の
あ
り
方
や
バ
ス
停
で
の
危

険
性
な
ど
の
問
題
点
も
想
定
さ
れ
る
た

め
、
関
係
各
課
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

研
究
を
進
め
た
い
。
 

 

並
木
東
小
学
校
 

大
規
模
施
設
の
跡
地
利
用
 

議
員
　
廃
校
に
な
っ
た
並
木
東
小
学
校

の
跡
地
は
市
域
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し

て
い
る
。
利
便
性
や
将
来
性
を
考
慮
し

た
上
で
、
市
民
が
納
得
で
き
る
効
率
的

な
活
用
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

市
長
　
安
全
や
維
持
管
理
面
の
基
準
を

満
た
す
た
め
、
施
設
の
改
善
を
図
る
必

要
も
あ
る
が
、
使
用
可
能
な
施
設
を
取

り
壊
す
こ
と
な
く
、
創
意
工
夫
を
凝
ら

し
て
活
用
し
た
い
。
具
体
的
な
計
画
策

定
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
社
会
教
育
、

生
涯
学
習
、
福
祉
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。
 

             

ま
ち
づ
く
り
三
法
 

　
　
　
　
改
正
に
よ
る
影
響
 

議
員
　
ま
ち
づ
く
り
三
法
の
改
正
は
中

心
市
街
地
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
活
性

化
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
機
能
を
集
積

す
る
都
市
構
造
を
目
指
し
て
い
る
。
こ

の
改
正
は
市
に
も
影
響
を
与
え
る
が
、

そ
の
認
識
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
 

中
心
市
街
地
整
備
担
当
理
事
　
改
正
に

伴
い
活
用
で
き
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
積

極
的
に
取
り
入
れ
、
関
連
部
局
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
活
性
化
に
ふ
さ
わ
し

い
方
策
を
検
討
し
た
い
。
 

 

質問者 
　　　　　・赤川　洋二（民主党） 
　　　　・秋田　　孝（市民クラブ） 
　　　・大石　健一（市民クラブ） 
　　・斎藤　治正（さわの会） 
　・岩城　正広（公明党） 
・岡田　静佳（市民クラブ） 
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質問者 
　　　　　・水村　篤弘（民主党） 
　　　　・安田　義広（会派「翔」） 
　　　・小林　澄子（日本共産党） 
　　・村田　哲一（民主党） 
　・高田　昌彦（風） 
・桑畠　健也（会派「翔」） 

 
 
Ｉ
Ｓ
Ｏ
更
新
に
替
わ
る
 

　
　
広
域
で
の
取
り
組
み
 

議
員
　
所
沢
市
は
環
境
の
国
際
規
格
で

あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
２
回
目
の

更
新
を
終
え
、
当
初
の
目
的
を
達
成
し

た
と
思
わ
れ
る
。
今
後
は
ダ
イ
ア
プ
ラ

ン
圏
域
や
認
証
を
取
得
し
て
い
る
民
間

企
業
と
の
相
互
監
査
や
自
己
宣
言
に
切

り
替
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

市
長
　
共
同
監
査
は
広
域
で
環
境
保
全

に
取
り
組
む
方
法
と
し
て
有
効
と
考
え

る
。
そ
の
た
め
に
も
内
外
の
体
制
を
整

え
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
の
で
、
今
後

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。
 

 

歳
出
な
く
要
望
に
応
え
る
 

　
　
新
所
沢
駅
西
口
の
整
備
 

議
員
　
B
、
D
街
区
の
容
積
率
を
緩
和

す
る
こ
と
で
、
移
転
を
促
し
、
地
元
か

ら
要
望
さ
れ
て
き
た
ロ
ー
タ
リ
ー
の
拡

幅
を
し
て
は
ど
う
か
。
財
政
が
厳
し
い

状
況
で
歳
出
な
く
し
て
用
地
を
確
保
す

る
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
か
。
 

ま
ち
づ
く
り
計
画
部
長
　
新
所
沢
駅
に

つ
い
て
は
、
市
街
地
再
開
発
事
業
が
行

わ
れ
な
い
こ
と
か
ら
難
し
い
思
う
。
 

　
し
か
し
、
ご
指
摘
の
点
は
重
要
と
考

え
る
の
で
、
市
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
、

都
市
計
画
制
度
の
活
用
を
図
り
た
い
。
 

 

東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
 

　
　
　
埋
設
物
量
は
創
作
か
 

議
員
　
平
成
9
年
に
公
表
さ
れ
た
地
質

調
査
の
結
果
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
、
平

成
13
年
の
埋
設
物
状
況
等
報
告
書
に
埋

設
量
だ
け
を
変
え
て
記
載
し
た
の
で
は

な
い
か
。
 

助
役
　
平
成
9
年
の
廃
棄
物
３
６
、
７

０
０
㎥
は
場
外
に
搬
出
さ
れ
る
す
べ
て

の
量
で
全
部
が
産
業
廃
棄
物
と
予
測
し

て
い
な
い
。
工
事
着
工
後
、
産
業
廃
棄

物
3
５
、
０
０
０
㎥
が
判
明
し
た
も
の

で
、
時
系
列
的
に
み
れ
ば
全
く
意
味
の

違
う
数
字
で
あ
り
、
因
果
関
係
は
な
い
。
 

 

都
市
近
郊
農
業
の
危
機
 

　
　
農
地
を
交
流
の
場
へ
 

議
員
　
遊
休
農
地
を
含
め
た
市
街
化
調

整
区
域
の
農
地
で
、
農
園
利
用
方
式
の

市
民
参
加
型
農
業
と
し
て
、
農
家
の
指

導
に
よ
り
、
農
業
体
験
農
園
や
児
童
農

園
が
導
入
で
き
な
い
か
。
 

市
民
経
済
部
長
　
Ｊ
Ａ
い
る
ま
野
は
、

三
ヶ
島
地
区
に
16
区
画
の
ふ
れ
あ
い
農

園
を
開
園
し
、
好
評
で
あ
る
こ
と
か
ら

増
設
を
し
た
。
農
業
体
験
農
場
に
つ
い

て
は
Ｊ
Ａ
の
側
面
支
援
を
行
い
、
市
で

は
現
在
行
っ
て
い
る
特
定
農
地
貸
付
法

に
よ
る
体
験
農
場
を
継
続
す
る
。
 

 

市
民
参
加
型
の
 

　
　
　
　
交
通
安
全
対
策
 

議
員
　
他
市
で
は
市
民
が
日
常
感
じ
て

い
る
危
険
箇
所
を
出
し
合
い
、
分
析
し
、

対
策
を
打
ち
だ
し
て
い
る
。
当
市
も
地

元
商
店
街
や
自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の

組
織
が
主
体
的
に
行
う
、
ま
ち
の
交
通

安
全
対
策
を
支
援
で
き
な
い
か
。
 

市
民
経
済
部
長
　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど

の
交
通
安
全
施
設
に
関
す
る
情
報
の
提

供
や
効
果
的
な
設
置
例
の
紹
介
、
現
地

調
査
の
立
会
い
な
ど
を
実
施
し
た
い
と

考
え
る
。
 

 

個
人
情
報
の
流
出
 

　
　
　
　
　
　
防
止
策
は
 

議
員
　
個
人
情
報
が
パ
ソ
コ
ン
か
ら
大

量
に
流
出
す
る
事
件
が
相
次
い
で
い
る
。

防
止
す
る
た
め
の
指
針
や
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
あ
る
の
か
。
さ
ら
に
、
委
託
先
か
ら

の
情
報
漏
え
い
対
策
は
あ
る
の
か
。
 

総
合
政
策
部
長
　
基
本
指
針
と
対
策
基

準
を
定
め
、
市
が
保
有
す
る
情
報
資
産

に
関
す
る
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。
　
 

　
ま
た
、
委
託
先
に
つ
い
て
も
委
託
管

理
基
準
に
よ
り
秘
密
保
持
契
約
書
の
締

結
や
契
約
先
と
の
事
前
確
認
を
実
施
し
、

適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
る
。
 

 

大
胆
な
施
策
の
 

　
　
体
系
化
に
具
体
策
は
 

議
員
　
大
阪
で
は
「
農
空
間
で
大
阪
を

冷
や
そ
う
」
と
い
っ
た
農
地
政
策
が
環

境
政
策
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
化
対
策

と
連
携
し
た
大
胆
な
政
策
が
あ
る
。
複

雑
に
連
動
す
る
施
策
を
大
胆
に
体
系
化

す
る
具
体
策
は
あ
る
か
。
 

総
合
政
策
部
長
　
施
策
の
体
系
化
に
つ

い
て
は
複
数
の
部
局
が
連
携
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
課
題
も
多
い

た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
活
用

や
政
策
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
設
置
を
含
め

た
体
制
づ
く
り
を
図
る
。
 

 

Ｐ
Ｆ
Ｉ
が
抱
え
る
危
険
性
 

 議
員
　
民
間
の
資
金
を
活
用
す
る
手
法

で
新
所
沢
西
地
区
の
複
合
施
設
整
備
を

進
め
て
い
く
が
、
長
期
に
わ
た
り
事
業

の
管
理
運
営
を
任
せ
る
た
め
、
多
く
の

課
題
が
あ
る
。
事
業
者
が
破
綻
し
た
場

合
の
企
業
責
任
を
ど
う
考
え
る
の
か
。
 

総
合
政
策
部
長
　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
で
は
、

詳
細
な
危
険
性
に
つ
い
て
契
約
の
中
で

事
業
者
と
行
政
の
負
担
を
明
確
に
示
す

の
で
、
仮
に
事
業
者
の
原
因
に
よ
り
事

業
破
綻
し
た
場
合
、
市
の
財
政
負
担
は

な
い
と
考
え
る
。
 

 

競
輪
事
業
撤
退
の
決
断
は
 

 議
員
　
過
去
５
年
で
18
団
体
が
競
輪
事

業
か
ら
撤
退
し
、
今
後
も
増
え
る
と
予

想
で
き
る
。
 

　
競
輪
事
業
の
経
営
改
善
が
達
成
さ
れ

な
い
場
合
、
事
業
か
ら
撤
退
す
る
旨
の

議
会
決
議
も
踏
ま
え
検
討
し
て
い
る
と

思
う
が
、
最
終
的
に
は
市
長
が
決
断
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
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質問者 
　　　　　・城下　師子（日本共産党） 
　　　　・森生　郁代（さわの会） 
　　　・菅原　恵子（日本共産党） 
　　・矢作いづみ（日本共産党） 
　・中村　　太（会派「翔」） 
・平井　明美（日本共産党） 

市
長
　
制
度
そ
の
も
の
の
改
正
に
期
待

す
る
の
は
難
し
く
、
ま
た
、
議
会
の
決

議
も
あ
る
の
で
、
し
か
る
べ
き
時
期
に

決
断
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
る
。
 

 

議
員
年
金
制
度
に
よ
る
 

　
　
　
　
　
　
　
市
の
負
担
 

議
員
　
国
会
議
員
年
金
廃
止
法
が
施
行

さ
れ
る
一
方
で
、
市
議
会
議
員
共
済
会

の
積
立
金
は
平
成
20
年
に
は
枯
渇
す
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
議
員

年
金
制
度
は
市
の
財
政
に
大
幅
な
負
担

と
な
ら
な
い
か
。
 

財
務
部
長
　
議
員
年
金
制
度
は
会
員
の

掛
金
と
特
別
掛
金
、
地
方
自
治
体
の
負

担
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
。
今
後
も
負
担

率
の
改
定
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
市
財

政
に
対
す
る
負
担
は
重
く
な
る
と
考
え

る
。 

 

テ
ロ
か
否
か
 

対
応
困
難
な
バ
イ
オ
テ
ロ
 

議
員
　
危
機
管
理
対
応
の
中
で
も
天
然

痘
な
ど
の
バ
イ
オ
テ
ロ
は
判
別
が
難
し

く
、
個
人
情
報
な
ど
の
問
題
点
も
あ
る
。

台
本
な
し
で
行
う
図
上
演
習
を
実
施
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
 

危
機
管
理
担
当
理
事
　
初
期
対
応
の
遅

れ
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
や
混
乱
が
生

じ
る
こ
と
か
ら
迅
速
な
対
応
が
重
要
と

考
え
る
。
図
上
訓
練
に
つ
い
て
は
、
関

係
機
関
や
他
の
自
治
体
の
情
報
を
収
集

す
る
と
と
も
に
、
消
防
本
部
と
連
携
を

図
り
検
討
す
る
。
 

 　
 
医
療
セ
ン
タ
ー
で
祝
日
も
 

　
　
　
　
　
　
小
児
診
療
を
 

議
員
　
都
立
清
瀬
小
児
病
院
の
移
転
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
当
市
か
ら
の
搬
送

件
数
も
多
く
、
重
篤
患
者
に
と
っ
て
重

要
な
施
設
で
あ
る
。
移
転
後
は
医
療
セ

ン
タ
ー
が
中
心
に
な
り
、
祝
日
も
診
療

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

医
療
セ
ン
タ
ー
事
務
部
長
　
小
児
科
医

の
不
足
に
よ
り
小
児
夜
間
診
療
の
維
持

で
さ
え
困
難
な
状
況
だ
が
、
終
了
時
間

を
30
分
早
め
て
、
体
制
を
何
と
か
維
持

し
て
い
る
。
現
在
の
体
制
が
後
退
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
維
持
し
た
い
。
 

 

成
年
後
見
制
度
に
お
け
る
 

　
　
　
　
　
　
　
市
の
役
割
 

議
員
　
独
居
の
認
知
症
高
齢
者
は
確
実

に
増
え
、
不
安
を
抱
え
る
人
も
多
い
。

成
年
後
見
制
度
が
あ
る
が
、
制
度
が
十

分
周
知
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
利
用
率

も
低
い
。
こ
の
制
度
に
お
け
る
市
の
役

割
は
何
か
。
 

保
健
福
祉
部
長
　
平
成
18
年
か
ら
市
内

12
か
所
に
設
置
す
る
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
権
利
擁
護
事
業
と
し
て
成

年
後
見
制
度
の
相
談
を
受
け
る
。
市
と

し
て
は
セ
ン
タ
ー
職
員
の
研
修
や
支
援

に
力
を
入
れ
た
い
。
 

 

障
害
者
の
負
担
軽
減
策
は
 

 議
員
　
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
り
、

利
用
者
負
担
が
1
割
と
な
り
、
多
額
の

負
担
が
強
い
ら
れ
る
。
市
独
自
の
負
担

軽
減
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
補
装
具
の
利
用
に
つ
い
て
は
償

還
払
い
を
導
入
せ
ず
代
理
受
領
を
継
続

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

保
健
福
祉
部
長
　
独
自
の
負
担
軽
減
に

つ
い
て
は
、
県
の
動
き
や
他
都
市
の
状

況
に
つ
い
て
十
分
検
討
し
た
い
。
代
理

受
領
は
国
で
検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
動
き
を
み
た
い
。
 

 

無
認
可
保
育
室
の
 

　
　
　
　
　
　
兄
弟
減
免
 

議
員
　
兄
弟
で
無
認
可
保
育
室
に
通
う

と
減
免
が
適
用
さ
れ
ず
、
最
高
額
の
保

育
料
で
延
長
保
育
を
利
用
し
た
場
合
、

10
万
円
を
超
え
る
保
育
料
を
払
う
こ

と
に
な
る
。
認
可
園
同
様
に
兄
弟
減
免

を
実
施
で
き
な
い
か
。
　
 

保
健
福
祉
部
長
　
平
成
18
年
度
の
保
育

料
見
直
し
で
家
庭
保
育
室
保
育
料
に
つ

い
て
は
今
ま
で
ど
お
り
据
え
置
い
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
兄
弟
減
免
に
つ
い
て
は
、

今
後
機
会
を
み
て
ぜ
ひ
検
討
は
し
た
い

と
考
え
る
。
 

 

国
保
財
政
に
有
効
な
 

　
　
　
　
生
活
習
慣
病
予
防
 

議
員
　
総
医
療
費
の
３
割
を
占
め
、
死

因
の
6
割
を
超
え
る
生
活
習
慣
病
の
予

防
対
策
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
国
保
被

保
険
者
を
対
象
と
し
た
各
種
保
健
事
業

の
充
実
強
化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
る
の
か
。
 

市
民
経
済
部
長
　
人
間
ド
ッ
ク
検
診
料

の
助
成
や
生
活
習
慣
チ
ェ
ッ
ク
表
と
保

健
セ
ン
タ
ー
の
事
業
内
容
を
掲
載
し
た

チ
ラ
シ
に
よ
り
啓
発
を
図
っ
た
。
今
後
、

モ
デ
ル
事
業
の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
、

関
係
部
課
と
調
整
し
検
討
す
る
。
 

 

高
齢
者
が
通
所
を
 

　
　
　
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
 

議
員
　
介
護
保
険
法
改
正
で
無
料
だ
っ

た
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
居
住
費
と
食
費
が

有
料
に
な
り
、
通
所
を
断
念
す
る
人
も

い
る
。
高
齢
者
を
家
に
閉
じ
込
め
て
し

ま
う
こ
と
に
な
る
が
、
対
策
は
あ
る
か
。
 

保
健
福
祉
部
長
　
介
護
保
険
制
度
の
中

で
、
低
所
得
者
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い

る
。
市
独
自
の
制
度
と
し
て
も
低
所
得

者
等
助
成
金
制
度
で
は
、
利
用
料
に
対

す
る
助
成
割
合
を
引
き
上
げ
る
な
ど
低

所
得
者
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
困
難
と
な

ら
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
 

  

・
と
こ
ろ
バ
ス
の
運
行
コ
ー
ス
 

・
岩
崎
ガ
ー
ド
付
近
の
整
備
 

・
他
人
の
痛
み
が
わ
か
る
教
育
 

・
災
害
時
の
要
援
護
者
対
策
 

・
後
期
基
本
計
画
と
財
政
 

・
学
校
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
 

・
建
物
構
造
計
算
書
の
点
検
結
果
 

・
災
害
時
の
給
食
施
設
利
用
 

・
ス
ト
リ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

認
定
制
度
 

・
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
伸
 

・
農
家
の
相
続
税
問
題
 

・
斎
場
の
利
便
性
の
向
上
 

・
行
政
に
氾
濫
す
る
外
来
語
 

・
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
 

・
市
街
化
調
整
区
域
の
分
譲
問
題
 

・
国
保
税
・
市
民
税
の
欠
損
処
理
 

・
職
員
定
員
管
理
の
適
正
化
 

・
視
覚
障
害
者
に
対
応
し
た
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
 

・
産
廃
施
設
更
新
時
に
市
の
意
見
 

・
温
暖
化
対
策
の
達
成
度
 

・
子
ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定
 

・
二
学
期
制
の
問
題
点
 

・
和
田
遺
跡
の
活
用
 

・
市
民
体
育
館
で
社
交
ダ
ン
ス
 

そ
の
他
の
主
な
質
問
項
目
 



 
片山 直樹さん（中野区） 
 
 
薛 静也さん（北秋津）  
　　　　　　　　ほか94人 

○平成17年請願第４号  
　早稲田大学Ｂ地区進入路入り口部分砂川堀流路の保護
を求める件 

 
○平成17年請願第７号  
　北秋津字清水久保周辺の雨水対策を願いたい件 

前定例会からの 
　　継続審査分 

提 出 者 件　　　　名 

平成18年（2006年）4月28日 ところざわ市議会だより 
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採　　択 
（全会一致）

 
 
 

趣旨採択 
（全会一致） 

請願・陳情審議の結果 
結　果 

所沢駅周辺のまちづくり推進に関する提言（要旨） 
所沢駅周辺のまちづくり推進に関する特別委員会

 
 
　基本理念　人間の息吹を感じるまちへ 
　いまわが国は少子高齢社会にある。所沢市の高齢化率は

16％で全国平均より低いが、今後急速に高齢人口が増大す

ると推測される。（中略） 

　こうしたなかで、市税収入の減少、民生費の歳出増、就

労構造、ライフスタイルの変化など、従来の若い都市から

成熟都市へと変化している。さらに分権型社会への移行を

めざすなかで、市民意識の変化も見逃せない。 

　このような時代の大きな流れを見据えながら、市民が求

める所沢駅周辺のまちづくりはどうあるべきか、全国各地

の主要駅にみられる車優先のロータリー、道路、商業ビル

の林立する表玄関ではなく、人間の息吹を感じるまち、ま

た市民のコミュニケーション・やすらぎの空間が必要であ

る。駅周辺は単なるビジネス、ショッピングの場ではなく、

高齢社会を意識し、また若者が訪れたい駅周辺、所沢の文

化と歴史、伝統を感じるまちにするべきである。 

（中略）所沢市は東京近郊という立地条件から職住一体都

市になっていない。さらに今後膨大な国・地方の借金財政

のなかで、市民負担はさらにのしかかってくると予測され

る。駅周辺に大型のショッピング街をつくったにせよ、消

費動向は大きく期待できない。幸い、東京近郊の所沢市民

のもつ潜在力（知的、所得､ボランティア活動等）は他市と

比べ大きいと考える。勤労者が退職しても、そのパワーを

発揮できる場をどうつくるか、さらに若者を惹きつけるた

めの駅周辺のまちづくり事業を追求する必要がある。 

 

　駅周辺の一体化プランを 
　所沢駅周辺の人間の息吹を感じるまちにするためには、

商業地、住宅地、公園広場というゾーンを固定観念的にと

らえるのではなく、表玄関である駅周辺を市民がつどう、

コミュニケーションとやすらぎの施設、緑の広場が不可欠

である。このゾーンこそ、これからの所沢市民の潜在力を

発揮できる場所である。 

　西口地区、日東地区、東口が商業集積地や高層住宅地だ

けでなく、駅周辺こそ所沢市民のふれあいの場、老若男女

が集えるまちにすることが重要である。コンクリートに囲

まれた高層ビル群が偏在するのではなく、人間のまちにす

るべきである。そのためには文化を享受できる場、市民の

歓声が聞こえる場にするための施設の誘致を考えるべきで

ある。（後略） 

 

　所沢駅周辺の具体的な方向性 
①西口地区について 

　西武車両工場跡地のある所沢駅西口地区事業地は面積

9.5ha。行政は駅前の西口地区を土地区画整理事業でまちづ

くりを計画している。すでに住民説明会など開いているが、

地権者から区画整理事業に反対する声も聞かれる。またこ

の地区の最大地権者である西武鉄道の跡地利用は現在のと

ころ明らかではない。今年の3月頃にはプランが示される

との情報はあるが、今後の西武鉄道の動向を注視して、基

本的な理念をもとに協議していく必要がある。しかし、所

沢市の顔、所沢駅の表玄関に莫大な区画整理事業予算を使

い、その後、用途地域変更で、一部企業の利益優先の商業

地にならないよう十分配慮するべきである。 

　そのためには、区画整理事業地は「理念の項」で述べた

ように、成熟社会にふさわしい人間の息吹のするまちづく

りが肝要である。現在の市のプランは、東西道路、にぎわ

い創出ゾーン、都市広場ゾーンなどが描かれているが、区

画整理後の青写真は不透明である。この区画整理事業は駅

周辺という特性があり、そのため、この地区のイメージプ

ランを策定し、さまざまな手法で市民の声をまとめて事業

に生かすべきである。 

②日東地区について 

　所沢駅に隣接する日東地区の開発面積は7.3ha。（中略）

長年、民間の準備組合が再開発に取り組んできたが、キー

テナントの撤退など、経済状況の悪化などにより再開発事

業が困難となり、2004年 7月、土地区画整理事業に路線変

更を余儀なくされた地区である。 

　すでに日東地区はまちづくり検討案も出されている。そ

の特徴は区画整理事業と再開発事業との一体的施行の事業

化を進める案である。この地区については、駅周辺の一体

化プランを考慮して、さまざまな手法を駆使して事業化す

るべきである。 

③所沢駅改修および東口ビルについて 

　所沢駅の改修と東口ビルの計画が平成19年度から 3か

年で行われるという情報がある。駅改修工事に伴う西口改

札、北口改札（西友所沢店の扱いについては協議すること）

等によって、駅周辺の動線が一方的にならないよう留意す

ること。いずれにしても西口地区、東口、日東地区が寸断

されないで、駅周辺が所沢の顔として機能することが肝要

である。 

＊　　　　＊　　　　＊ 

（中略）少数意見としては、行政が多額の税金を投入する

ことには反対との意見もあり、委員会としては意見の一致

をみない点もあった。（中略）少子高齢社会時代の駅周辺の

まちづくりは、その特性、時代の大きな変化を意識して、

所沢らしさを発揮できるまちにすることが肝要である。 

　同時に駅周辺の拠点3か所は新たな市民の活力を生みだ

す場でもある。個性あふれるまちにするためには、現存す

る地区と連携を保ち、すでに市民から出されている意見や

要望だけでなく、市の拠点としてふさわしい駅周辺のまち

づくりにするために、基本理念に基づいたアクションプラ

ンを策定し、市民合意に努めるべきである。 

せつ 



◎「ところざわ市議会だより」第138号　作成部数 124,600部、経費 3,252,186円 

次の定例会は 
6月8日からの予定です。 

傍聴を 
  お待ちしています。 

第138号 ところざわ市議会だより 

　2005年版「少子化社会白書」は、04年の合計特殊出生率

が、1.28と過去最低を更新したことを踏まえ、わが国を初

めて「超少子化国」と位置付けました。（中略） 

　これまでも様々な少子化対策が講じられてきましたが、

依然として少子化傾向に歯止めがかかっていないため、こ

れまでの施策をあらためて検証するとともに、効果的な支

援策についてさらなる検討が必要です。（中略）全ての子ど

も達が「生まれてきて良かった」と思える社会、その瞳が

生き生きと輝く社会を実現する視点が重要であります。 

　子育ては、今や地域や社会全体が取り組む課題であり、

わが国の将来を担う子ども達の健やかな成長のために、社

会全体で子育てをサポートする体制を充実することが必要

です。子育てへの経済的支援のほか、地域や社会における

子育てのための環境整備、働き方を見直す社会の構造改革

など、総合的に子育て支援策を展開するべきです。 

　よって政府においては、さらなる総合的な少子化対策と

して次のような施策を講ずるよう、強く求めます。 

１．抜本的な児童手当の充実　 

２．出産費用などの負担の軽減 

３．子育て世帯向けの住宅支援 

４．子どもを預けやすい保育システムへの転換 

５．放課後児童健全育成事業などの充実 

６．仕事と生活の調和が図れる働き方の促進 

７．在宅育児の支援の強化 

提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣 
　　　　厚生労働大臣 

可決された意見書 
　市議会では、意見書を行政機関等に提出すること 

で解決を求め、議会としての意思を表明します。 

さらなる総合的な少子化対策を求める意見書（要旨） 

　朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）による日本人拉致問

題は、現在具体的な進展がなく、膠着状態になっている。 

　地村保志さん夫妻と、蓮池薫さん夫妻の拉致事件で、警

察庁は今月3日北朝鮮の元工作員 辛 光洙と通称チェ・ス

ンチェンの両容疑者について、国際刑事警察機構を通じて

国際手配したが、本県出身の田口八重子さんを含み、拉致

被害者は未だに帰国できずに今日に至っている。 

　北朝鮮は昨年2月核兵器保有を宣言し、核問題を話し合

う6カ国協議には応じない姿勢を表明すると共に、今後も

核開発を継続することを示唆している。 

　横田めぐみさんのものとする「遺骨」を巡る不誠実な対

応をはじめ、北朝鮮のこうした姿勢は、日朝平壌宣言にも

違反し、日本国民の生命と安全を脅かし、国家の尊厳にも

関わる悪辣不法な行為である。よって、国においては北朝

鮮との交渉を強力に進め、関係各国と協力して6カ国協議

を早期に再開し、拉致問題の真相究明及び拉致被害者全員

の、一日も早い帰国を実現するよう強く要望する。 

提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣 
　　　　外務大臣 

北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求める意見書 

　（略）裁判員制度は、司法制度改革の大きな柱として、国

民が主権者として裁判に参加し、司法に健全な社会常識を

反映することが期待されています。裁判員の意見を最大限

反映し、公正な裁判を実施するためには、制度に対する国

民の理解を深め、国民が参加しやすくなる環境を整備する

とともに、被告人の防御権を保障し、且つ裁判員に分かり

やすい審理に資する刑事手続の確立が必要です。よって、

政府において次の事項を実施するよう強く要望します。 

１．国民に対する裁判員制度に関する広報・教育活動、裁

判官・裁判所職員等に対する研修、法廷における裁判員

席の確保といった裁判所内の整備等、裁判員制度導入ま

での準備を十分に実施すること。 

２．裁判員の守秘義務や止むを得ない辞退理由について政

令等で定める際は、国民に分かりやすいよう明確に定め、

広く国民に説明すること。 

３．仕事や育児、介護等をかかえた国民が裁判員として参

加しやすくなるよう、広く国民の意見を聴取しながら環

境整備をはかること。 

４．刑事訴訟手続の適正化に向け、録画・録音等による取

調べの可視化、取調べ段階における弁護人立会権の確立、

及び証拠の全面開示の徹底等を内容とした刑事訴訟法等

の改正を行うこと。 

提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣 
　　　　法務大臣 

裁判員制度開始に向けた環境整備に関する意見書（要旨） 

シン・グァンス 

らつ 

こう 

　
一
年
で
最
も
会
期
の
長
い
第
１
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、

平
成
18
年
度
予
算
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
出
会

い
と
別
れ
の
春
を
迎
え
、
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
新
た
な
環
境
に
お
い
て
仕
事
・
学
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
方
々
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
議
員
も
新
た
な
気

持
ち
で
日
々
の
議
会
活
動
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
（
大
） 

委

員

長
　
城
下
　
師
子
　
副
委
員
長
　
水
村
　
篤
弘
 

委
　
　
員
　
島
村
　
省
吾
・
中
村
　
　
太
・
大
石
　
健
一
 

　
　
　
　
　
桑
畠
　
健
也
・
脇
　
　
晴
代
・
高
田
　
昌
彦
 

　
　
　
　
　
高
橋
　
広
成
 

連

絡

先
　
議
会
事
務
局
調
査
担
当
 

（
℡
04
―
２
９
９
８
―
９
２
５
６
） 
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１月10日　代表者会議 

　　11日　議会報委員会 

　　13日　まちづくり基本条例に 

　　　　　　　　関する特別委員会 

　　23日　所沢駅周辺のまちづくり 

　　　　　推進に関する特別委員会 

　　　　　総務常任委員会 

　　　　　教育福祉常任委員会 

２月２日　議会運営委員会 

　　　　　議員クラブ研修会 

　　６日　代表者会議 

　　　　　市民環境常任委員会 

　　９日　所沢駅周辺のまちづくり 

　　　　　推進に関する特別委員会 

　　10日　建設水道常任委員会 

　　13日　総務常任委員会 

　　　　　教育福祉常任委員会 

　　14・15日　代表者会議視察 

　　16日　代表者会議 

　　　　　議会運営委員会 

　　　　　所沢駅周辺のまちづくり 

　　　　　推進に関する特別委員会 

　　17日　まちづくり基本条例に 

　　　　　　　　関する特別委員会 

　　20日　所沢駅周辺のまちづくり 

　　　　　推進に関する特別委員会 

　　21日　議会報委員会視察 

２月23日～３月23日　第１回定例会 
３月20日　議会報委員会 
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